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辿戦予定第1回顎口腔システム

第2回予備的映合診査

第3回BioestheticDentistryの第一原則:StableCondylarPosition(SCP)M

第4回下顎の回避パターン(AvoidancePattern)とコンタクトガイダンス(ContactGuidance:CTG)

第5回BioestheticDentistryの第二原則：固有感覚性アンテリアガイダンス(ProprioceptiveAnteriorGuidance:PAG)の確立

第6回BioestheticDentistryの第三原則：遺伝的歯冠形態(GeneticToothForm)

第7回(特別企画i)IVnii;:,theticDentistryにおけるフルマウス・リコンストラクション

はじめに システム思考

われわれが扱う顎顔面口腔領域は，生体のなかの

1つのシステムである．システム論的思考(systems

thinking)によれば，システムの構成要素はすべてが

システムの目的実現のために何らかの形で秩序だっ

ている必要がある．顎口腔システムの重要な目的の

1つは，エネルギー効率の高いI阻噛機能を永続させ

ることであるが，構成要素である歯列と顎関節が不

調和をきたしている状態を放置したままでは，その

実現は不可能であろう．

1．なぜ，第一に顎関節を安定させる

必要があるのか

正常な機能としての|蝿下時に，下顎が挙上され

て上下歯列がI唆頭駁合すると，頭蓋の3か所，つ

まり左右の顎関節と歯列の咳合面に負荷が加えられ

る(図/).このときに発生する力学的エネルギーは，
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顎口腔システムのなかでどのように伝播されるのだ

ろうか．

II歯みしめ時に岨Ii脇筋から発生する力学的エネル

ギーの伝播はI唆合面のエナメル質から始まり，歯根

膜内で主応力線を変換して歯槽骨内に分散し，上下

顎骨の輪郭を構成する皮質骨で負担され，その後に

上顎骨，そして顎関節から頭蓋へと至る．

Osteopathyの分野における研究では，頭蓋底を

構成する骨群もその影響を受け，エネルギーが伝播

されるたびに，縫合を介してつねに運動を繰り返し

ていることが猟認されている(図2)．このとき，顎

関節とi庚頭恢合位が調和していれば，1日約600回

行われる嘩下|時に生じるこのエネルギー伝播により，

歯・歯根膜・歯周組織・顎関節のみならず,上顎骨・

側頭骨や頭蓋の縫合も含めた頭蓋下顎関節複合体の

組織構造を再配列し，安定させることが可能となる．

この安定化を頭蓋顎顔面領域における生物学的平衡

(biologicalequilibrium)とI呼ぶ(図3,4).これこそが，
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